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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数台のビデオプロジェクタを有し、前記各ビデオプロジェクタは、表示デバイスとこ
の表示デバイスが生成した部分映像を部分的にオーバーラップさせて投影することにより
１つの映像を作り出す光学系とを備えたビデオプロジェクタ装置であって、かつ前記各ビ
デオプロジェクタは、異なる信号フォーマットの映像信号が入力されるセレクタと、前記
セレクタを通して入力される映像信号にスケーリング処理を行って、所定の大きさの部分
映像を表す映像信号を生成するスケーリング処理回路と、前記スケーリング処理回路の直
後に配置され前記スケーリング処理回路から出力される映像信号に輝度調整処理を行って
、前記部分映像がオーバーラップする領域の輝度を低減した部分映像を表す映像信号を生
成する輝度調整回路とを備え、前記輝度調整回路から出力される映像信号を前記表示デバ
イスに入力することにより、表示デバイスが生成した部分映像を光学系で部分的にオーバ
ーラップさせて投影することを特徴とするビデオプロジェクタ装置。
【請求項２】
　前記輝度調整回路は、入力映像信号の輝度成分を第１および第２のゲインで減衰させ、
前記第１および前記第２のゲインは、前記２つの部分映像においてオーバーラップしない
領域の輝度成分が処理される際、ｘ（ｘは正の数）に設定され、前記２つの部分映像にお
いてオーバーラップする領域の輝度成分が処理される際、前記第１および前記第２のゲイ
ンの加算値がｘになるように設定することを特徴とする、請求項１に記載のビデオプロジ
ェクタ装置。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ビデオプロジェクタ装置に関し、より特定的には、映像信号から生成された
映像を投影するビデオプロジェクタ装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　上記ビデオプロジェクタ装置の中には、複数台のビデオプロジェクタが生成した複数の
部分映像を投影して、１つの映像をスクリーン上に描画するものがある。この種のビデオ
プロジェクタ装置は、典型的には、図１２に示すように、左右に隣り合うように配置され
たビデオプロジェクタ１２１および１２２を備える。
【０００３】
　ビデオプロジェクタ１２１は、セレクタ１２１１と、スケーリング処理回路１２１２と
、表示デバイス１２１３と、光学系１２１４とを含む。また、ビデオプロジェクタ１２２
は、セレクタ１２２１と、スケーリング処理回路１２２２と、表示デバイス１２２３と、
光学系１２２４とを含む。
【０００４】
　セレクタ１２１１および１２２１はいくつかの接続端子（図示せず）を有する。図１２
の例では、第１の輝度調整回路１２３および第３の輝度調整回路１２５がセレクタ１２１
１の接続端子に接続される。また、第２の輝度調整回路１２４および第４の輝度調整回路
１２６がセレクタ１２２１の接続端子に接続される。
【０００５】
　スケーリング処理回路１２１２および１２２２は、後述するスケーリング処理を行う。
　表示デバイス１２１３は、ある特定の規格で規定された数の画素を表示面に有している
。また、表示デバイス１２２３は、通常、表示デバイス１２１３と同じ規格に従って製造
される。
【０００６】
　光学系１２１４および１２２４は、表示デバイス１２１３および１２２３の表示面から
若干離して配置され、いくつかのレンズによりそれぞれ構成される。
　また、ビデオプロジェクタ装置の外部であって、光学系１２１４および１２２４から離
れた位置にはスクリーン１２７が設置される。
【０００７】
　次に、ビデオプロジェクタ装置の動作を説明する。まず、第１の輝度調整回路１２３お
よび第２の輝度調整回路１２４に、左側の第１の映像信号ＬＦＶＳ、および右側の第１の
映像信号ＲＦＶＳが送られてくる。第１の映像信号ＬＦＶＳおよびＲＦＶＳはそれぞれ、
第１の映像ＦＶを描画するための第１の映像信号ＦＶＳから生成される。
【０００８】
　第１の映像信号ＬＦＶＳは、第１の映像ＦＶの左側部分である第１の左側映像ＦＬＶの
描画に使用される。第１の映像信号ＲＦＶＳは、第１の映像ＦＶの右側部分である第１の
右側映像ＦＲＶの描画に使用される。また、第１の映像ＦＶをスクリーン１２７に描画す
る際には、第１の左側映像ＦＬＶの右端部分、および第１の右側映像ＦＲＶの左端部分を
オーバーラップさせる。これによって、両者の接合部分を目立たなくする。
【０００９】
　第１の映像信号ＬＦＶＳは第１の輝度調整回路１２３により受信される。第１の輝度調
整回路１２３は、受信信号ＬＦＶＳの一部を減衰させ、これによって、第１の左側映像Ｆ
ＬＶのオーバーラップ領域の輝度を落とす。逆に、第１の左側映像ＦＬＶの非オーバーラ
ップ領域の輝度は低減されない。第１の輝度調整回路１２３は、処理した第１の映像信号
ＬＦＶＳを、第１の映像信号ＡＬＦＶＳとしてセレクタ１２１１に送信する。
【００１０】
　第２の映像信号ＲＦＶＳは第２の輝度調整回路１２４により受信される。第２の輝度調
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整回路１２４は、受信信号ＲＦＶＳの一部を減衰させ、これによって、第１の右側映像Ｆ
ＲＶのオーバーラップ領域の輝度だけを落とす。第２の輝度調整回路１２４は、処理した
第１の映像信号ＲＦＶＳを、第１の映像信号ＡＲＦＶＳとしてセレクタ１２２１に送信す
る。
【００１１】
　セレクタ１２１１は、第１の輝度調整回路１２３または第３の輝度調整回路１２５を選
択する。今、セレクタ１２１１は、第１の輝度変調回路１０３を選択するとする。この場
合、第１の映像信号ＡＬＦＶＳはそのままスケーリング処理回路１２１２に出力される。
【００１２】
　セレクタ１２２１は、第２の輝度調整回路１２４または第４の輝度調整回路１２６を選
択する。セレクタ１２１１が第１の輝度調整回路１２３を選択した場合、セレクタ１２２
１は第２の輝度調整回路１２４を選択する。この場合、第１の映像信号ＡＬＦＶＳがその
ままスケーリング処理回路１２２２に出力される。
【００１３】
　スケーリング処理回路１２１２は、入力映像信号ＡＬＦＶＳにスケーリング処理を行う
。第１の映像信号ＡＬＦＶＳの信号フォーマットは、表示デバイス１２１３が表示可能な
規格に一致しているとは限らない。そのため、スケーリング処理では、第１の映像信号Ａ
ＬＦＶＳが、表示デバイス１２１３が表示可能な信号フォーマットを有するものに変換さ
れる。つまり、典型的には、第１の左側映像ＦＬＶの元々の大きさ（画素数）が、表示デ
バイス１２１３で表示される大きさ（画素数）に変換される。スケーリング処理された第
１の映像信号ＡＬＦＶＳは、第１の映像信号ＳＬＦＶＳとして表示デバイス１２１３に出
力される。
【００１４】
　スケーリング処理回路１２２２は、セレクタ１２２１の出力映像信号ＡＲＦＶＳに、ス
ケーリング処理回路１２１２と同様のスケーリング処理を行って、表示デバイス１２２３
で表示処理される第１の映像信号ＳＲＦＶＳを生成し、当該表示デバイス１２２３に出力
する。
【００１５】
　表示デバイス１２１３は、入力映像信号ＳＬＦＶＳに従って、表示面上に、第１の左側
映像ＦＬＶを生成する。生成された第１の左側映像ＦＬＶは、光学系１２１４を介してス
クリーン１０７に投影され描画される。
　表示デバイス１２２３は、入力映像信号ＳＲＦＶＳに従って、第１の右側映像ＦＲＶを
生成する。生成された第１の右側映像ＦＲＶは、光学系１２２４によりスクリーン１０７
に投影され描画される。
【００１６】
　以上の処理の結果、スクリーン１０７上には、第１の左側映像ＦＬＶおよび第１の右側
映像ＦＲＶの一部がオーバーラップして描画され、観視者は、横長の第１の映像ＦＶを観
ることができる。さらに、第１の輝度調整回路１２３および第２の輝度調整回路１２４は
、上述したように、第１の左側映像ＦＬＶおよび第１の右側映像ＦＲＶのオーバーラップ
領域の輝度を落とすので、オーバーラップ領域は他の領域と比較して明るくなりすぎない
。これによって、従来のビデオプロジェクタ装置は、観視者が違和感を感じない第１の映
像ＦＶを表示できる。
【００１７】
　また、ビデオプロジェクタ装置は、第１の映像信号ＦＶＳとは異なる信号フォーマット
の第２の映像信号ＳＶＳを処理して、第２の映像ＳＶを描画する場合には、以下のような
処理を行う。
　第２の映像信号ＳＶＳから生成された左側の第２の映像信号ＬＳＶＳ、および右側の第
２の映像信号ＲＳＶＳが、第３の輝度調整回路１２５および第４の輝度調整回路１２６に
より受信される。
【００１８】
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　第３の輝度調整回路１２５は、受信映像信号ＬＳＶＳの一部の成分を減衰させ、これに
よって、第２の映像信号ＬＳＶＳが表す第２の左側映像ＳＬＶのオーバーラップ領域の輝
度のみを落とす。また、第４の輝度調整回路１２６は、受信映像信号ＲＳＶＳの一部の成
分を減衰させ、これによって、第２の右側映像ＳＲＶのオーバーラップ領域の輝度のみを
落とす。
【００１９】
　以上のように処理された第２の映像信号ＬＳＶＳおよびＲＳＶＳは、第２の映像信号Ａ
ＬＳＶＳおよびＡＲＳＶＳとしてセレクタ１２１１および１２２１に送信される。セレク
タ１２１１および１２２１の後段では上述と同様の処理が行われるので、その説明を省略
する。
【００２０】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、従来のビデオプロジェクタ装置では、信号フォーマットに応じて個別的
に輝度調整回路を必要とするので、システム全体の規模が大きくなり、当該システムを構
築するためのコストも上昇するという問題点があった。
【００２１】
　また、第１の映像信号ＦＶＳおよび第２の映像信号ＳＶＳの信号フォーマットは相違す
るので、第１の左側映像ＦＬＶおよび第１の右側映像ＦＲＶのオーバーラップ領域の幅と
、第２の左側映像ＳＬＶおよび第２の右側映像ＳＲＶのオーバーラップ領域の幅とが微妙
に異なる。そのため、例えば、観視者は、第１の映像ＦＶの後に、第２の映像ＳＶを観る
際、各ビデオプロジェクタ１２１および１０２の設置位置等を自分の手で微調整する必要
があるという問題点もあった。
【００２２】
　それゆえに、本発明の目的は、上記微調整の手間を減らし、コンパクトかつ低価格なビ
デオプロジェクタ装置を提供することである。
【００２３】
【課題を解決するための手段および発明の効果】
　本発明の第１の局面は、複数台のビデオプロジェクタを有し、前記各ビデオプロジェク
タは、表示デバイスとこの表示デバイスが生成した部分映像を部分的にオーバーラップさ
せて投影することにより１つの映像を作り出す光学系とを備えたビデオプロジェクタ装置
であって、かつ前記各ビデオプロジェクタは、異なる信号フォーマットの映像信号が入力
されるセレクタと、前記セレクタを通して入力される映像信号にスケーリング処理を行っ
て、所定の大きさの部分映像を表す映像信号を生成するスケーリング処理回路と、前記ス
ケーリング処理回路の直後に配置され前記スケーリング処理回路から出力される映像信号
に輝度調整処理を行って、前記部分映像がオーバーラップする領域の輝度を低減した部分
映像を表す映像信号を生成する輝度調整回路とを備え、前記輝度調整回路から出力される
映像信号を前記表示デバイスに入力することにより、表示デバイスが生成した部分映像を
光学系で部分的にオーバーラップさせて投影することを特徴とする。
【００２４】
　本発明によれば、輝度調整回路はそれぞれ、ビデオプロジェクタの内部に配置される。
したがって、従来のように、ビデオプロジェクタ装置の外部に、輝度調整回路を設置する
必要が無くなる。これによって、システム全体を小規模にできると共に、当該システムを
低コストで構築することができる。
【００２５】
　さらに、本発明によれば、輝度調整回路の前段で、スケーリング処理回路が映像信号に
スケーリング処理を行う。そのため、各ビデオプロジェクタにどのような信号フォーマッ
トの映像信号が与えられても、輝度調整回路への入力時点で、部分映像のオーバーラップ
領域の幅が一定になる。そのため、観視者が、ある信号フォーマットの映像の後に、他の
信号フォーマットの映像を観る場合に、各ビデオプロジェクタの設置位置等の微調整を行
う必要が無くなる。
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【００２６】
　本発明の第２の局面は、前記輝度調整回路は、入力映像信号の輝度成分を第１および第
２のゲインで減衰させ、前記第１および前記第２のゲインは、前記２つの部分映像におい
てオーバーラップしない領域の輝度成分が処理される際、ｘ（ｘは正の数）に設定され、
前記２つの部分映像においてオーバーラップする領域の輝度成分が処理される際、前記第
１および前記第２のゲインの加算値がｘになるように設定することを特徴とする。
【００２７】
　この構成によれば、ビデオプロジェクタ装置が作り出した映像において、２つの部分映
像において、オーバーラップする領域の輝度が、そうでない領域の輝度に対して目立たな
くなり、観視者は、違和感のない映像を観ることができる。
【００２８】
【発明の実施の形態】
　図１は、本発明の一実施の形態に係るビデオプロジェクタ装置ＶＰ1の全体構成を示す
ブロック図である。図１において、ビデオプロジェクタ装置ＶＰ1は、左右に隣り合うよ
うに配置された２台のビデオプロジェクタ１および２を備えている。
【００２９】
　ビデオプロジェクタ１は、セレクタ１１と、スケーリング処理回路１２と、輝度調整回
路１３と、表示デバイス１４と、光学系１５とを含む。また、ビデオプロジェクタ２は、
セレクタ２１と、スケーリング処理回路２２と、輝度調整回路２３と、表示デバイス２４
と、光学系２５とを含む。
【００３０】
　セレクタ１１および２１は、いくつかの入力端子（図示せず）を有する。
　スケーリング処理回路１２および２２は、後述するスケーリング処理を行う。
　輝度調整回路１３および２３は、後述する輝度調整処理を行う。
　表示デバイス１４および２４は、ある特定の規格で規定された数の画素を表示面に有し
ている。表示デバイス１４および２４の規格としては、ＮＴＳＣ、ハイビジョン、ＸＧＡ
、ＳＸＧＡ、ＵＸＧＡが代表的である。
【００３１】
　光学系１５および２５は、表示デバイス１４および２４の表示面から若干離して配置さ
れ、いくつかのレンズによりそれぞれ構成される。
　また、ビデオプロジェクタ１および２の外部であって、光学系１５および２５から離れ
た位置にはスクリーン３が設置される。
【００３２】
　以上のビデオプロジェクタ装置ＶＰ1には、第１の映像ＦＶから生成された第１の映像
信号ＬＦＶＳおよびＲＦＶＳが送信されてくる。
　図２に示すように、第１の映像ＦＶの中心線ＣＬを所定量右側に平行移動させた線を、
第１の基準線ＦＲＬと称す。中心線ＣＬは、図２中、点線で示すように、長方形の映像Ｆ
Ｖにおける水平方向に沿う各辺の垂直二等分線である。第１の映像ＦＶにおいて、第１の
基準線ＦＲＬより左側の部分（右下がりの斜線部分）を、第１の左側映像ＦＬＶと称する
。第１の映像信号ＬＦＶＳは、第１の左側映像ＦＬＶを表し、そこに含まれる各画素の輝
度成分および色成分を含む。
【００３３】
　また、第２の基準線ＳＲＬは、中心線ＣＬを所定量左側に平行移動させた線である。第
１の映像ＦＶにおいて、第２の基準線ＳＲＬより右側の部分（左下がりの斜線部分）を、
第１の右側映像ＦＲＶと称する。第１の映像信号ＲＦＶＳは、第１の右側映像ＦＲＶを表
し、その中の各画素の輝度成分および色成分を含む。
【００３４】
　以上から明らかなように、第１の映像ＦＶをスクリーン３上に正しく描画するには、第
１の左側映像ＦＬＶの右端部分および第１の右側映像ＦＲＶの左端部分を、両者の位置関
係がずれないようにオーバーラップさせる必要がある。
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　ここで、第１の左側映像ＦＬＶにおいて、第１の右側映像ＦＲＶとオーバーラップする
領域を、第１の左側オーバーラップ領域ＦＬＯＡと称し、そうでない領域を、第１の左側
非オーバーラップ領域ＦＬＮＡと称す。また、第１の右側映像ＦＲＶにおいて、第１の左
側映像ＦＬＶとオーバーラップする領域を、第１の右側オーバーラップ領域ＦＲＯＡと称
し、そうでない領域を、第１の右側非オーバーラップ領域ＦＲＮＡと称す。
【００３５】
　以上の第１の映像信号ＬＦＶＳおよびＲＦＶＳがセレクタ１１および２１に入力される
。この時、セレクタ１１は、第１の映像信号ＬＦＶＳの入力端子を選択して、入力映像信
号ＬＦＶＳをそのままスケーリング処理回路１２に出力する。セレクタ２１は、第１の映
像信号ＲＦＶＳの入力端子を選択して、入力映像信号ＲＦＶＳをそのままスケーリング処
理回路２２に出力する。
【００３６】
　スケーリング処理回路１２は、入力映像信号ＬＦＶＳにスケーリング処理を行って、第
１の左側映像ＦＬＶの元々の大きさを、表示デバイス１４で表示される大きさに変換する
。スケーリング処理の結果、第１の映像信号ＳＬＦＶＳが生成される。第１の映像信号Ｓ
ＬＦＶＳは、表示デバイス１４で表示される第１の左側映像ＦＬＶを表し、そこに含まれ
る各画素の輝度成分および色成分を含む。スケーリング処理回路１２は、以上の第１の映
像信号ＳＬＦＶＳを輝度調整回路１３に出力する。
【００３７】
　スケーリング処理回路２２は、スケーリング処理を行って、入力映像信号ＲＦＶＳから
第１の映像信号ＳＲＦＶＳを生成する。第１の映像信号ＳＲＦＶＳは、表示デバイス２４
が表示する第１の左側映像ＦＬＶを表し、その中の各画素の輝度成分および色成分を含む
。スケーリング処理回路２２は、以上の第１の映像信号ＳＲＦＶＳを輝度調整回路２３に
出力する。
【００３８】
　輝度調整回路１３は、輝度調整処理を行って、入力映像信号ＳＬＦＶＳの一部の輝度成
分を減衰させる。これによって、輝度調整回路１３は、第１の左側オーバーラップ領域Ｆ
ＬＯＡ内の各画素の輝度を低減させる。
　以下、上記輝度調整処理を具体的に説明する。入力映像信号ＳＬＦＶＳは、図３に示す
、連続する２個の水平同期信号ＨＳＳの間に、第１の左側映像ＦＬＶの水平方向走査線１
本分の輝度成分および色成分を含む。
【００３９】
　また、図３には、輝度調整回路１３のゲイン特性曲線Ｃ13が示されている。ゲイン特性
曲線Ｃ13は、各水平方向走査線内の各画素に対するゲインＧ13を示す。ゲイン特性曲線Ｃ

13に示すように、第１の左側非オーバーラップ領域ＦＬＮＡ内の輝度成分を受信中、輝度
調整回路１３のゲインＧ13は１に設定され、これによって、当該輝度成分は減衰しない。
つまり、輝度調整回路１３は、第１の左側非オーバーラップ領域ＦＬＮＡ内の各画素の輝
度を低減しない。
【００４０】
　一方、第１の左側オーバーラップ領域ＦＬＯＡ内の輝度成分を受信中、輝度調整回路１
３のゲインＧ13は１未満に設定される。より具体的には、第１の左側オーバーラップ領域
ＦＬＯＡにおいて、第１の基準線ＦＲＬに近い画素ほど、ゲインＧ13は０に近づき、第２
の基準線ＳＲＬに近くなるほど、ゲインＧ13は、一定の傾きで１に近づく。輝度調整回路
１３は、以上のゲインＧ13が設定され、第１の左側オーバーラップ領域ＦＬＯＡ内の輝度
成分を減衰させ、これによって、当該領域ＦＬＯＡ内の各画素の輝度を低減する。
　以上の輝度調整処理が施された第１の映像信号ＳＬＦＶＳは、第１の映像信号ＡＬＦＶ
Ｓとして輝度調整回路１３から表示デバイス１４に出力される。
【００４１】
　輝度調整回路２３は、輝度調整処理を行って、入力映像信号ＳＲＦＶＳから第１の映像
信号ＡＲＦＶＳを生成する。
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　上記輝度調整処理を具体的に説明すると、入力映像信号ＳＲＦＶＳは、第１の右側映像
ＦＲＶを構成する各水平方向走査線の輝度成分および色成分を含む。
【００４２】
　図３にはさらに、上記各水平方向走査線上の各画素に対するゲインＧ23の特性を示す曲
線Ｃ23を描かれている。ゲイン特性曲線Ｃ23において、第１の右側オーバーラップ領域Ｆ
ＲＯＡに属する輝度成分を受信中、輝度調整回路２３のゲインＧ23は１未満に設定される
。
　より具体的には、第１の右側オーバーラップ領域ＦＲＯＡにおいて、第２の基準線ＳＲ
Ｌに最も近い画素には、ゲインＧ23として０が割り当てられる。そして、第１の基準線Ｆ
ＲＬに近づくほど、ゲインＧ23は一定の傾きで１に近づく。この可変なゲインＧ23が設定
された状態で、輝度調整回路２３は、第１の右側オーバーラップ領域ＦＲＯＡ内の輝度成
分を減衰させ、当該領域ＦＲＯＡの輝度を落とす。
【００４３】
　一方、第１の右側非オーバーラップ領域ＦＲＮＡ内の輝度成分を受信中、輝度調整回路
２３のゲインＧ23は１に設定され、これによって、当該領域ＦＲＮＡ内の輝度成分は減衰
しない。
　輝度調整回路２３は、以上のような輝度調整処理された第１の映像信号ＳＲＦＶＳを、
第１の映像信号ＡＲＦＶＳとして表示デバイス２４に出力する。
【００４４】
　ゲイン特性曲線Ｃ13およびＣ23では、以下の点に注意を要する。今、第１の左側オーバ
ーラップ領域ＦＬＯＡと、第１の右側オーバーラップ領域ＦＲＯＡとには、第１の映像Ｆ
Ｖにおける同じ位置の画素（以下、オーバーラップ画素と称す）がある。今、第１の左側
オーバーラップ領域ＦＬＯＡ側のオーバーラップ画素に、ゲインＯＧ13が割り当てられ、
また、第１の右側オーバーラップ領域ＦＲＯＡ側の同じオーバーラップ画素に、ゲインＯ
Ｇ23が割り当てられるとする。左側非オーバーラップ領域ＦＬＮＡおよび右側非オーバー
ラップ領域ＦＲＮＡの輝度調整処理において、ゲインＧ13およびＧ23の双方が１に設定さ
れるという条件下では、ＯＧ13＋ＯＧ23＝１が成立することが最も好ましい。つまり、第
１の左側オーバーラップ領域ＦＲＯＡを受信中のゲインＧ13と、第１の右側オーバーラッ
プ領域ＦＬＯＡを受信中のゲインＧ23との加算値は、最も好ましくは１である。
【００４５】
　包括的に述べると、左側非オーバーラップ領域ＦＬＮＡおよび右側非オーバーラップ領
域ＦＲＮＡの輝度調整処理において、ゲインＧ13およびＧ23の双方がｘ（ｘは正の数）に
設定されるとする。この場合、ＯＧ13＋ＯＧ23＝ｘが成立することが最も好ましい。
【００４６】
　表示デバイス１４は、入力映像信号ＡＬＦＶＳに従って、図３に示す第１の左側映像Ｆ
ＬＶを、表示面上に生成する。生成された第１の左側映像ＦＬＶは、光学系１５により投
影され、スクリーン３に描画される。
　また、表示デバイス２４は、入力映像信号ＡＲＦＶＳに従って、図３に示す第１の右側
映像ＦＲＶを生成する。生成された第１の右側映像ＦＲＶは、光学系２５により投影され
、スクリーン３に描画される。
【００４７】
　ここで、観視者は、第１の左側映像ＦＬＶの第１の左側オーバーラップ領域ＦＬＯＡと
、第１の右側オーバーラップ領域ＦＲＯＡとがスクリーン３上で、双方の相対的な位置関
係がずれることなく重なるように、ビデオプロジェクタ１および２の配置等を微調整する
。このような微調整の結果、スクリーン３上には、図４に示すような、垂直方向および水
平方向にずれのない横長の第１の映像ＦＶが描画される。
【００４８】
　ここで、第１の左側オーバーラップ領域ＦＬＯＡおよび第１の右側オーバーラップ領域
ＦＲＯＡがスクリーン３上で重なり合う部分の輝度は、当該領域ＦＬＯＡの輝度と、当該
領域ＦＲＯＡの輝度とを加算した値になる。しかし、輝度調整回路１３および２３により
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、領域ＦＬＯＡおよび領域ＦＲＯＡの輝度は、第１の左側非オーバーラップ領域ＦＬＮＡ
または第１の右側非オーバーラップ領域ＦＲＮＡの輝度と調和するように調整されている
。そのため、観視者は、全体的に均等な明るさの第１の映像ＦＶを観ることができる。
【００４９】
　また、ビデオプロジェクタ装置ＶＰ1には、左側の第２の映像信号ＬＳＶＳおよび右側
の第２の映像信号ＲＳＶＳが、セレクタ１１および２１に送信されてくる場合がある。第
２の映像信号ＬＳＶＳおよび第２の映像信号ＲＳＶＳはそれぞれ、第１の映像信号ＬＦＶ
Ｓおよび第１の映像信号ＲＦＶＳと同様に、第２の映像ＳＶの左側の映像ＬＳＶおよび右
側の映像ＲＳＶから生成される。ただし、第２の映像信号ＬＳＶＳおよび第２の映像信号
ＲＳＶＳは、第１の映像信号ＬＦＶＳおよび第１の映像信号ＲＦＶＳとは異なる信号フォ
ーマットを有する。
【００５０】
　セレクタ１１および２１は、適切な入力端子を選択して、入力された第２の映像信号Ｌ
ＳＶＳおよびＲＳＶＳをそのままスケーリング処理回路１２および２２に出力する。
【００５１】
　スケーリング処理回路１２および２２は、入力映像信号ＬＳＶＳおよびＲＳＶＳに、上
述と同様のスケーリング処理を行う。ただし、ここで注意を要するのは、入力映像信号Ｌ
ＳＶＳおよびＲＳＶＳの双方は、第１の映像信号ＬＦＶＳおよびＲＦＶＳとは異なる信号
フォーマットを有する。例えば、第２の映像ＳＶは第１の映像ＦＶと異なる画素数で構成
される。そのため、スケーリング処理に使用されるスケーリング率や表示位置等のパラメ
ータが相違する場合がある。
【００５２】
　ここで、スケーリング率は、スケーリング処理回路１２および２２の出力信号ＳＬＳＶ
ＳおよびＳＲＳＶＳ内の画素数と、入力信号ＬＳＶＳおよびＲＳＶＳ内の画素数の比率で
ある。また、表示位置は、表示デバイス１４および２４の表示面内の、どの画素領域に第
２の左側映像ＬＳＶおよび第２の右側映像ＲＳＶを表示するかを規定する。
【００５３】
　スケーリング処理回路１２は、上記パラメータに従ってスケーリング処理を行い、入力
信号ＬＳＶＳから、表示デバイス２４が表示する第２の左側映像ＬＳＶを表す第２の映像
信号ＳＬＳＶＳを生成して、輝度調整回路１３に出力する。同様に、スケーリング処理回
路２２は、入力信号ＲＳＶＳから、表示デバイス２４が表示する第２の右側映像ＲＳＶを
表す第２の映像信号ＳＲＳＶＳを生成して、輝度調整回路２３に出力する。
【００５４】
　以上から明らかなように、スケーリング処理回路１２の出力映像信号ＳＬＦＶＳおよび
ＳＬＳＶＳはそれぞれ、表示デバイス１４に対応した信号フォーマットを有する。スケー
リング処理回路２２の出力映像信号ＳＲＦＶＳおよびＳＲＳＶＳも表示デバイス２４に対
応した信号フォーマットを有する。
【００５５】
　輝度調整回路１３には、入力映像信号ＳＬＦＶＳの場合と同様に、ゲイン特性曲線Ｃ13

に従ってゲインＧ13が設定され、入力映像信号ＳＬＳＶＳに輝度調整処理が施される。そ
の結果、輝度調整回路１３は、部分的に輝度が調整された第２の左側映像ＳＬＶを表す第
２の映像信号ＡＬＳＶＳを生成し、表示デバイス１４に出力する。
　輝度調整回路２３もまた、入力映像信号ＳＲＦＶＳの場合と同様にして、輝度調整され
た第２の左側映像ＳＬＶを表す第２の映像信号ＡＬＳＶＳを生成し、表示デバイス１４に
出力する。
【００５６】
　表示デバイス１４は、入力映像信号ＡＬＳＶＳに従って、第２の左側映像ＳＬＶを表示
する。表示された第２の左側映像ＳＬＶは、光学系１５を介して、スクリーン３に投影さ
れ描画される。
　表示デバイス２４もまた、入力映像信号ＡＲＳＶＳに従って、第２の右側映像ＳＲＶを
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表示する。生成された第２の右側映像ＳＲＶは、光学系２５によりスクリーン３に投影さ
れ描画される。
【００５７】
　以上説明したように、本ビデオプロジェクタ装置ＶＰ1では、異なる信号フォーマット
の映像信号がセレクタ１１および２１に到着しても、スケーリング処理回路１２および２
２の出力時点で、表示デバイス１４および２４に対応した信号フォーマットの映像信号を
得ることができる。そのため、輝度調整回路１３および２３は、元々は異なる信号フォー
マットを有する複数の映像信号であっても、同じゲイン特性Ｃ13およびＣ23に従って輝度
調整処理を行うことができる。
【００５８】
　つまり、輝度調整回路１３および２３をスケーリング処理回路１２および２２の直後に
配置することにより、第１の左側オーバーラップ領域ＦＬＯＡと、第２の映像ＳＶにおけ
る左側のオーバーラップ領域とは一致する。第１の右側オーバーラップ領域ＦＲＯＡと、
第２の映像ＳＶにおける右側のオーバーラップ領域もまた一致する。このように、輝度調
整回路１３および２３が輝度を低減する領域を、元々はフォーマットが相違する複数の部
分映像の間で一定にすることができる。
【００５９】
　そのため、観視者は、ビデオプロジェクタ１および２の配置等を改めて微調整すること
なく、第１の映像ＦＶを観た時の設置状態で、垂直方向および水平方向にずれのない横長
の第２の映像ＳＶを観ることができる。つまり、本ビデオプロジェクタ装置ＶＰ1によれ
ば、ビデオプロジェクタ１および２の微調整を１度行えば、その後に信号フォーマットの
異なる映像を再生する際に改めて微調整を行う必要性が減り、これよって、ビデオプロジ
ェクタ装置ＶＰ1の使い勝手を向上させることができる。
【００６０】
　また、本ビデオプロジェクタ装置ＶＰ1によれば、上記のような輝度調整回路１３およ
び２３がビデオプロジェクタ１および２に内蔵される。そのため、従来のように、信号フ
ォーマット毎の輝度調整装置を不要とし、これによって、システム全体をコンパクトにす
ることができると共に、低コストで提供することができる。
【００６１】
　図５は、本発明の他の実施の形態に係るビデオプロジェクタ装置ＶＰ2の全体構成を示
すブロック図である。ビデオプロジェクタ装置ＶＰ2は、ビデオプロジェクタ装置ＶＰ1と
同様に、ビデオプロジェクタ１および２とを備えている。ただし、図５のビデオプロジェ
クタ１および２は、プロセッサ１６および２６をさらに備える点で相違する。それ以外に
構成面の相違点は無いので、図５において、図１の構成に相当するものには、同一の参照
符号を付し、その説明を省略する。
【００６２】
　図５において、ビデオプロジェクタ１および２は、第１の実施形態での説明と同様に、
第１の左側映像ＦＬＶおよび第１の右側映像ＦＳＶを部分的にオーバーラップさせて、ス
クリーン３上に第１の映像ＦＶを描画する。
【００６３】
　以上の描画処理の開始時または実行中に、プロセッサ１６は、スケーリング処理に必要
なパラメータＳＰを、スケーリング処理回路１２に設定する。ここで、パラメータＳＰと
しては、第１の実施形態で説明したように、スケーリング率や表示位置が代表的である。
これによって、スケーリング処理回路１２は、設定されたパラメータＳＰに従って、入力
信号ＬＦＶＳにスケーリング処理を行って、出力信号ＳＬＦＶＳを生成する。
【００６４】
　さらに、プロセッサ１６は、ビデオプロジェクタ２側のプロセッサ２６と通信を行って
、スケーリング処理回路１２に現在設定されているものと同じパラメータＳＰを送信する
。プロセッサ２６は、プロセッサ１６からの受信パラメータＳＰを、スケーリング処理回
路２２に設定する。これによって、スケーリング処理回路２２は、スケーリング処理回路
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１２と同じパラメータＳＰを使って入力信号ＲＦＶＳにスケーリング処理を行うことがで
きる。
【００６５】
　以上の処理の結果、例えば、ビデオプロジェクタ装置ＶＰ2が、図６（ａ）に示すよう
な第１の映像ＦＶをスクリーン３上に描画している最中に、映像を拡大するためのコマン
ドが外部から送信されてきた場合であっても、スケーリング処理回路１２および２２は、
実質的に同時に、パラメータＳＰを変更することができる。これによって、双方のビデオ
プロジェクタ１および２は、実質的に同時に、図６（ｂ）に示すような拡大された第１の
左側映像ＦＬＶおよび右側映像ＦＲＬをスクリーン３上に描画できる。
【００６６】
　以上から明らかなように、ビデオプロジェクタ装置ＶＰ2によれば、プロセッサ１６お
よび２６がパラメータＳＰを送受信するので、常時同じサイズの第１の左側映像ＦＬＶお
よび右側映像ＦＲＬを、スクリーン３上に正しく描画することができる。
【００６７】
　図７は、本発明の他の実施の形態に係るビデオプロジェクタ装置ＶＰ3の全体構成を示
すブロック図である。ビデオプロジェクタ装置ＶＰ3は、ビデオプロジェクタ装置ＶＰ1と
同様に、ビデオプロジェクタ１および２とを備えている。ただし、図７のビデオプロジェ
クタ１および２は、信号発生回路１７および２７をさらに備える点で相違する。構成面で
、それ以外に相違点は無いので、図７において、図１の構成に相当するものには、同一の
参照符号を付し、その説明を省略する。
【００６８】
　図７において、ビデオプロジェクタ１および２は、図１に示す実施の形態での説明と同
様に、第１の左側映像ＬＦＶおよび第１の右側映像ＲＦＶを部分的にオーバーラップさせ
て、スクリーン３上に第１の映像ＦＶを描画する。
【００６９】
　本実施形態は、実際の描画に先立って行われる位置調整に関連する。ここで、位置調整
とは、観視者による目視により行われ、第１の左側オーバーラップ領域ＦＬＯＡと、第１
の右側オーバーラップ領域ＦＲＯＡとの相対的な位置関係が水平方向および垂直方向にず
れないように、ビデオプロジェクタ１および２を設置位置等を調整することを意味する。
【００７０】
　位置調整時、セレクタ１１および２１には、位置調整に使用される左側および右側のテ
スト映像信号ＬＴＶＳおよびＲＴＶＳが入力される。ここで、テスト映像信号ＬＴＶＳお
よびＲＴＶＳは、左側のテスト映像ＬＴＶおよび右側のテスト映像ＲＴＶを表す。テスト
映像ＬＴＶおよびＲＴＶは、テスト映像ＴＶの左側および右側の部分映像であり、図２の
左側オーバーラップ領域ＦＬＯＡおよび右側オーバーラップ領域ＦＲＯＡと同様に、左側
オーバーラップ領域ＴＬＯＡと右側オーバーラップ領域ＴＲＯＡを有する。なお、テスト
映像ＴＶは、第１の映像ＦＶまたは第２の映像ＳＶでもよい。セレクタ１１および２１は
、以上のテスト映像信号ＬＴＶＳおよびＲＴＶＳをスケーリング処理回路１２および２２
に出力する。
【００７１】
　スケーリング処理回路１２および２２は、入力映像信号ＬＴＶＳおよびＲＴＶＳに、第
１の映像信号ＬＦＶＳおよびＲＦＶＳに施した処理と同様のスケーリング処理を行って、
テスト映像信号ＳＬＴＶＳおよびＳＲＴＶＳを生成し、輝度調整回路１３および２３に出
力する。
【００７２】
　信号発生回路１７および２７は観視者が位置調整を行う時に動作しており、当該信号発
生回路１７および２７には、ビデオプロジェクタ１および２内の水平同期信号ＬＨＳＳお
よびＲＨＳＳが入力される。水平同期信号ＬＨＳＳおよびＲＨＳＳは、典型的には、テス
ト映像信号ＳＬＴＶＳおよびＳＲＴＶＳに合成されている。
【００７３】
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　信号発生回路１７は、入力水平同期信号ＬＨＳＳを基準として、予め定められた時間Ｌ
Ｔが経過すると、輝度調整信号ＬＬＡＳを発生して、輝度調整回路１３に出力する。輝度
調整信号ＬＬＡＳは、テスト映像ＬＴＶＳの左側オーバーラップ領域ＴＬＯＡにおいてマ
ーカーを表示する画素の位置を特定する。
　本実施形態では、図８（ａ）に示すように、水平同期信号ＬＨＳＳの入力から時間ＬＴ

1およびＬＴ2が経過するタイミングで、Ｈｉを示す輝度調整信号ＬＬＡＳ1およびＬＬＡ
Ｓ2が輝度調整回路１３に出力される。
　ただし、所定の水平同期信号ＬＨＳＳの入力時には、輝度調整信号ＬＬＡＳ1の立ち上
がりエッジから輝度調整信号ＬＬＡＳ2の立ち下がりエッジまでに相当する時間中、Ｈｉ
を示す輝度調整信号ＬＬＡＳ3が出力される。ここで、所定の水平同期信号ＬＨＳＳとは
、本実施形態では、左側オーバーラップ領域ＴＬＯＡにおける上端近傍、中央近傍および
下端近傍の水平方向走査線を特定するものである。
【００７４】
　信号発生回路２７は、入力水平同期信号ＲＨＳＳを基準として、予め定められた時間Ｔ
が経過すると、輝度調整信号ＲＬＡＳを発生して、輝度調整回路２３に出力する。輝度調
整信号ＲＬＡＳは、テスト映像ＲＴＶＳの右側オーバーラップ領域ＴＲＯＡにおいてマー
カーを表示する画素の位置を特定する。さらに、輝度調整信号ＲＬＡＳが特定する画素は
、輝度調整信号ＬＬＡＳが特定する画素と、オーバーラップ画素の関係にある。オーバー
ラップ画素は、前述から明らかなように、テスト画像ＴＶにおける同じ位置の画素である
。
【００７５】
　本実施形態では、図８（ｂ）に示すように、水平同期信号ＲＨＳＳの入力から時間ＲＴ

1およびＲＴ2が経過するタイミングで、輝度調整信号ＲＬＡＳ1およびＲＬＡＳ2が輝度調
整回路１３に出力される。
　ただし、所定の水平同期信号ＲＨＳＳの入力時には、輝度調整信号ＲＬＡＳ1の立ち上
がりエッジから輝度調整信号ＲＬＡＳ2の立ち下がりエッジまでに相当する時間中、Ｈｉ
を示す輝度調整信号ＲＬＡＳ3が出力される。ここで、所定の水平同期信号ＲＨＳＳとは
、本実施形態では、右側オーバーラップ領域ＴＲＯＡにおける上端近傍、中央近傍および
下端近傍の水平方向走査線を特定するものであり、テスト映像ＴＶとしてみた場合には、
上記所定の水平同期信号ＬＨＳＳと同じ水平方向走査線を特定する。
【００７６】
　輝度調整回路１３には、信号発生回路１７と同じ水平同期信号ＬＨＳＳが入力される。
輝度調整回路１３は、入力水平同期信号ＬＨＳＳを基準として、前述のゲイン特性Ｃ13に
従ってゲインＧ13を設定して、スケーリング処理回路１２の出力映像信号ＳＬＴＶＳに対
して輝度調整処理を施す。
【００７７】
　ただし、輝度調整回路１３は、信号発生回路１７からの輝度調整信号ＬＬＡＳが入力時
に限り、ゲインＧ13をゲイン特性Ｃ13に従って設定せず、予め定められた値ＰＧ13に設定
する（図８（ａ）参照）。ゲインＰＧ13は、観視者がマーカーを明確に視認できる輝度に
調整できる値に選ばれる。本実施形態では、ＰＧ13は０．５とする。
　これによって、輝度調整回路１３は、輝度調整信号ＬＬＡＳ（本実施形態では、輝度調
整信号ＬＬＡＳ1～ＬＬＡＳ3）が特定する画素の輝度成分を、設定されたゲインＰＧ13に
従って減衰させる。そのため、ゲイン特性Ｃ13は、輝度調整信号ＬＬＡＳ1およびＬＬＡ
Ｓ2の入力時の場合、図８（ａ）に示すようになる。
　輝度調整回路１３は、以上の輝度調整処理されたテスト映像信号ＳＬＴＶＳを、テスト
映像信号ＡＬＴＶＳとして、表示デバイス１４に出力する。
【００７８】
　輝度調整回路２３は、入力された水平同期信号ＲＨＳＳを基準として、ゲイン特性Ｃ23

に従って、スケーリング処理回路２２の出力映像信号ＳＲＴＶＳに輝度調整処理を施す。
【００７９】
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　ただし、輝度調整回路２３のゲインＧ23は、信号発生回路２７からの輝度調整信号ＲＬ
ＡＳの入力時に限り、ゲインＰＧ23に設定される（図８（ｂ）参照）。ゲインＰＧ23は、
観視者がマーカーを明確に視認できる輝度に調整できる値に選ばれる。本実施形態では、
ＰＧ23は０．５とする。これによって、輝度調整回路２３は、輝度調整信号ＲＬＡＳ（本
実施形態では、輝度調整信号ＲＬＡＳ1～ＲＬＡＳ3）が特定する画素の輝度成分を、設定
されたゲインＰＧ23に従って減衰させる。そのため、ゲイン特性Ｃ23は、輝度調整信号Ｒ
ＬＡＳ1およびＲＬＡＳ2の入力時の場合には、図８（ｂ）に示すようになる。
【００８０】
　輝度調整回路２３は、以上の輝度調整処理されたテスト映像信号ＳＲＴＶＳを、テスト
映像信号ＡＲＴＶＳとして、表示デバイス２４に出力する。
【００８１】
　表示デバイス１４は、入力映像信号ＡＬＴＶＳに従って、図９（ａ）に示すテスト映像
ＴＬＶを表示する。テスト映像ＴＬＶは、光学系１５により投影され、スクリーン３に描
画される。
　また、表示デバイス２４は、入力映像信号ＡＬＦＶＳに従って、図９（ｂ）に示すテス
ト映像ＴＲＶを表示する。テスト映像ＴＲＶは、光学系２５により投影され、スクリーン
３に描画される。
【００８２】
　ここで、図８（ａ）に示すゲイン特性Ｃ13によれば、左側非オーバーラップ領域ＴＬＮ
Ａの輝度を１とした場合に、左側オーバーラップ領域ＴＬＯＡの外周近傍の輝度は０．５
となる。さらに、図８（ｂ）に示すゲイン特性Ｃ23によれば、左側オーバーラップ領域Ｔ
ＬＯＡの外周を除いた部分の輝度は、第１の基準線ＦＲＬに近づくほど、０に近づき、第
２の基準線ＳＲＬに近づくほど、１に近づく。したがって、テスト映像ＴＬＶがスクリー
ン３に描画された時に、左側オーバーラップ領域ＴＬＯＡと右側オーバーラップ領域ＴＲ
ＯＡとが位置ずれしていれば、観視者は、左側オーバーラップ領域ＴＬＯＡの外周近傍に
、上記の輝度差により生成されるマーカーＬＭを視認する。同様に、右側オーバーラップ
領域ＴＲＯＡの外周上にもマーカーＲＭを視認することができる。
【００８３】
　観視者は、マーカーＬＭおよびＲＭが消えて見えなくなるように、ビデオプロジェクタ
１および２の配置状態等を調整して、図９（ｃ）の矢印Ａで示すようにテスト映像ＴＬＶ
とＴＲＶの相対的な位置関係を調整する。このように、本実施形態によれば、観視者は、
マーカーＬＭおよびＲＭを頼りにして、テスト映像ＴＬＶおよびＴＲＶの位置ずれを簡単
に直すことができる。
【００８４】
　図１０は、本発明の他の実施の形態に係るビデオプロジェクタ装置ＶＰ4の全体構成を
示すブロック図である。ビデオプロジェクタ装置ＶＰ4は、ビデオプロジェクタ装置ＶＰ1

と同様に、ビデオプロジェクタ１および２とを備える。しかし、図１０のビデオプロジェ
クタ１ならびに２は、信号発生回路１８および合成処理回路１９ならびに信号発生回路２
８および合成処理回路２９をさらに備える点で相違する。構成面で、それ以外に相違点は
無いので、図１０において、図１の構成に相当するものには、同一の参照符号を付し、そ
の説明を省略する。
【００８５】
　図１０において、ビデオプロジェクタ１および２は、図７に示す実施の形態の場合と同
様の位置調整のための処理を実行する。
【００８６】
　位置調整時、セレクタ１１および２１は、第３の実施形態の場合と同様に、入力された
テスト映像信号ＬＴＶＳおよびＲＴＶＳをそのまま、スケーリング処理回路１２および２
２に出力する。
　スケーリング処理回路１２および２２は、スケーリング処理を行って、入力映像信号Ｌ
ＴＶＳおよびＲＴＶＳからテスト映像信号ＳＬＴＶＳおよびＳＲＴＶＳを生成し、輝度調
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整回路１３および２３に出力する。
【００８７】
　輝度調整回路１３には、入力された水平同期信号ＬＨＳＳ（前述）を基準として、前述
のゲイン特性Ｃ13に従ってゲインＧ13を設定して、入力映像信号ＳＬＴＶＳに輝度調整処
理を施す。処理された入力映像信号ＳＬＴＶＳは、テスト映像信号ＡＬＴＶＳとして、合
成処理回路１９に出力される。
【００８８】
　輝度調整回路２３には、入力された水平同期信号ＲＨＳＳ（前述）を基準として、前述
のゲイン特性Ｃ23に従ってゲインＧ23を設定して、入力映像信号ＳＲＴＶＳに輝度調整処
理を施す。処理された入力映像信号ＳＬＴＶＳはテスト映像信号ＡＬＴＶＳとして、合成
処理回路２９に出力される。
【００８９】
　信号発生回路１８および２８は観視者が位置調整を行う時に動作しており、当該信号発
生回路１８および２８には、上述の水平同期信号ＬＨＳＳおよびＲＨＳＳが入力される。
【００９０】
　信号発生回路１８は、入力水平同期信号ＬＨＳＳを基準として、マーカー信号ＬＭＳを
発生して、合成処理回路１９に出力する。マーカー信号ＬＭＳは、表示デバイス１４が表
示する左側のマーカー画像ＬＭＩを表し、その中の各画素の輝度成分および色成分を含む
。ここで、本実施形態では、マーカー画像ＬＭＩは、少なくとも、テスト画像ＬＴＶに所
定位置の画素を所定の色または輝度で表示するように予め作成されている。本実施形態で
は、所定位置の画素は、左側オーバーラップ領域ＴＬＯＡの外周近傍に位置する画素とす
る。所定の色または輝度は、観視者が、視認により、テスト画像ＬＴＶとマーカー画像Ｌ
ＭＩとを明確に区別可能な色または輝度に選ばれる。
【００９１】
　信号発生回路２８は、入力水平同期信号ＲＨＳＳを基準として、マーカー信号ＲＭＳを
発生して、合成処理回路２９に出力する。マーカー信号ＲＭＳは、表示デバイス２４が表
示する右側のマーカー画像ＲＭＩを表し、その中の各画素の輝度成分および色成分を含む
。ここで、本実施形態では、マーカー画像ＲＭＩは、少なくとも、テスト画像ＲＴＶに所
定位置の画素を所定の色または輝度で表示するように予め作成されている。本実施形態で
は、所定位置の画素は、右側オーバーラップ領域ＴＲＯＡの外周近傍の画素とする。所定
の色または輝度は、観視者が、視認により、テスト画像ＲＴＶとマーカー画像ＲＭＩとを
明確に区別可能な色または輝度に選ばれる。
【００９２】
　合成処理回路１９には、水平同期信号ＬＨＳＳを基準として出力されたテスト映像信号
ＡＬＴＶＳと、マーカー信号ＬＭＳとが入力される。合成処理回路１９は、合成処理を行
って、入力映像信号ＡＬＴＶＳにマーカー信号ＬＭＳを重畳する。これによって、合成処
理回路１９は、マーカー画像ＬＭＩがテスト画像ＬＴＶに合成されたテスト映像信号ＯＬ
ＴＶＳを生成し、表示デバイス１４に出力する。
【００９３】
　合成処理回路２９には、水平同期信号ＲＨＳＳを基準として出力されたテスト映像信号
ＡＲＴＶＳと、マーカー信号ＲＭＳとが入力される。合成処理回路２９は、合成処理を行
って、入力映像信号ＡＲＴＶＳにマーカー信号ＲＭＳを重畳する。これによって、合成処
理回路２９は、マーカー画像ＲＭＩがテスト画像ＲＴＶに合成されたテスト映像信号ＯＲ
ＴＶＳを生成し、表示デバイス２４に出力する。
【００９４】
　表示デバイス１４は、入力映像信号ＯＬＴＶＳに従って、図１１（ａ）に示すテスト映
像ＴＬＶを表示する。テスト映像ＴＬＶは、光学系１５により投影され、スクリーン３に
描画される。
　また、表示デバイス２４は、入力映像信号ＡＬＦＶＳに従って、図１１（ｂ）に示すテ
スト映像ＴＲＶを表示する。テスト映像ＴＲＶは、光学系２５により投影され、スクリー
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ン３に描画される。
【００９５】
　ここで、上述から明らかなように、テスト映像ＴＬＶの所定位置にはマーカー画像ＬＭ
Ｉが合成され、テスト映像ＴＲＶの所定位置にはマーカー画像ＲＭＩが合成される。した
がって、テスト映像ＴＶがスクリーン３に描画された時に、図１１（ｃ）に示すように、
左側オーバーラップ領域ＴＬＯＡと右側オーバーラップ領域ＴＲＯＡとが位置ずれしてい
れば、観視者は、位置ずれしたマーカー画像ＬＭＩおよびＲＭＩを視認する。
　観視者は、マーカー画像ＬＭＩおよびＲＭＩがオーバーラップするようにビデオプロジ
ェクタ１および２の配置状態等を調整して、テスト映像ＴＬＶおよびＴＲＶの相対的な位
置関係を調整する。このように、本実施形態によれば、観視者は、マーカー画像ＬＭＩお
よびＲＭＩを頼りにして、テスト映像ＴＬＶおよびＴＲＶの位置ずれを簡単に直すことが
できる。
【００９６】
　なお、以上の各実施形態では、現実的な構成例として、ビデオプロジェクタ１および２
が水平方向に隣り合うように配置されるタイプについて説明を行った。しかし、ビデオプ
ロジェクタ１および２を垂直方向に並ぶように配置して、観視者が縦長の映像を観ること
ができるようにしてもよい。この場合も、各実施形態で述べたコンセプトを容易に適用す
ることができる。
【００９７】
　また、ビデオプロジェクタ装置ＶＰ1～ＶＰ4は、２台のビデオプロジェクタ１および２
から構成されていたが、３台以上から構成されていてもよい。この場合も、各実施形態で
述べたコンセプトを容易に適用することができる。
【００９８】
　また、以上の各実施形態では、好ましい構成として、セレクタ１１および２１がビデオ
プロジェクタ１および２に内蔵されている場合を説明した。しかし、ビデオプロジェクタ
１および２がセレクタ１１および２１を備えずに、映像信号ＬＦＶＳまたはＬＳＶＳがス
ケーリング処理回路１２に直接入力し、映像信号ＲＦＶＳまたはＲＳＶＳがスケーリング
処理回路２２に直接入力してもよい。
【００９９】
　また、以上の各実施形態のコンセプトは、観視者がスクリーンからの反射映像を見るい
わゆるフロント型のビデオプロジェクタ装置、および観視者がスクリーンを透過した映像
を見るリア型のビデオプロジェクタ装置の双方に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の一実施の形態によるビデオプロジェクタ装置ＶＰ1の全体構成を示す
ブロック図である。
【図２】　第１の映像ＦＶ等を説明するための図である。
【図３】　水平同期信号ＨＳＳ等を示す図である。
【図４】　第１の映像ＦＶの具体例を示す図である。
【図５】　ビデオプロジェクタ装置ＶＰ2の全体構成を示すブロック図である。
【図６】　第１の映像ＦＶの大きさを切り替える時の様子を示す図である。
【図７】　ビデオプロジェクタ装置ＶＰ3の全体構成を示すブロック図である。
【図８】　輝度調整信号ＬＬＡＳ等を示す図である。
【図９】　テスト映像ＴＶの一描画例を示す図である。
【図１０】　ビデオプロジェクタ装置ＶＰ4の全体構成を示すブロック図である。
【図１１】　テスト映像ＴＶの他の描画例を示す図である。
【図１２】　従来のビデオプロジェクタ装置および周辺の構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
　ＶＰ1～ＶＰ4…ビデオプロジェクタ装置
　１，２…ビデオプロジェクタ
　１１，２１…セレクタ
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　１２，２２…スケーリング処理回路
　１３，２３…輝度調整回路
　１４，２４…表示デバイス
　１５，２５…光学系
　１６，２６…プロセッサ
　１７，２７，１８，２８…信号発生回路
　１９，２９…合成処理回路

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(18) JP 4574819 B2 2010.11.4

【図１１】 【図１２】



(19) JP 4574819 B2 2010.11.4

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開平０２－２７３７９０（ＪＰ，Ａ）
              国際公開第００／０１８１３９（ＷＯ，Ａ１）
              特開２０００－２２４５５１（ＪＰ，Ａ）
              特開平１０－２３２６４４（ＪＰ，Ａ）
              特開平０７－０７５０１４（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－０７９６２５（ＪＰ，Ａ）
              特開平０６－１２１２６１（ＪＰ，Ａ）
              特開平０４－２８０２９１（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H04N   5/66-5/74
              G03B  21/00-21/30
              G09G   1/00-5/00


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

